
＜日本史探究⑮＞平守時代®教秤書： P80"-P. 83 
田船Il（藤原恥酌
①輿）111|藤原氏は、後三年合戦のあと（酬、陸奥の（1． )を拠魚 1こして、 l ie

ヵr512cにわ年で東北で絶丈な権力を持った。 <2. >を初代として

<2. >、 <4. >([)茄‘にわ瓦て栄華を極めた。

(I)興jI(II藤原氏は 3代‘IO伊和こわ瓦て栄華を極索）たカミ 2代目．3代目の名は？
訊目：（ ) 3代目：（ ) 

®襲lIIII藤原氏は産出す~(5'. )や（6. )なとで経済加軍畢力を持ち庶巷'(J)
文化を稔入し、（ 1 }I：：畷誓讀建知(7.. )這立した。ここに
は (2}ｷ (3) ・ (4)の嘩のミイラがおさめられでい気。まt;::- (3)は (8. )を．

(4)は (9. )を (1) に建立し瓦

叫年I-:藤原｝輝踪平魚に建てた阿弓虚菌ょ？ ( ) 

回平邸台頭

①平将門の乱•平忠常の乱(®)で護凍にお謬平氏の地位1ぉ衰返した梵平将
門の乱を平定した平贔曇の子蕃肴口伊籐等となって、伊諮イ沖向両国に厨
を広げ、‘(lo. )の担とな昇ミ。

n まご・

®維衡の曾孫のくll. >は白河上皇ヵ堪を置した (12. )に塞

用され、 1107年に出雲でおこよた (13. ）（哉家の子）の乱を鎖圧するなと•

して中央政界進出への艮が力‘リをつ-<:::,た。

®白河院政のあとの＜f/f. >院政鞘には、 11 の子でく(I/.. >J::皇
叫窪輩な‘った <ls. >嚢莞した。 (l5)は輝戸内海の海瞑‘を
鎮圧し、 (16. )の権利を手に入れた。これが：平氏の重垂な経済基盤

となした。

(l) 白河上皇の孫で．白河上皇の次に院政を行某上皇 1ぷ? ( ) 

(2) (I)の信任を得て輝戸内海の海蔀平定に功緯を上げた人物は？

() 



国J::皇 VS 天皇
( <h. >上皇［法皇］が (1'7. )年 1ょ亡くなさと、（ I午）上皇の子である

<I8. >と <l9. >(!)兄弟対立が浮上し摂関家の

左丈臣<!lO. >（弟に関白 <21 ． ＞（兄）との対立が運

蜘で、源氏•平氏の兵が集められ、 02. )が起きた。

（（）天皇家•藤原氏内部の争いに武士団が活躍した、 (15俣に起こよた内乱の

晶；~立した上皇g天皇の名は？ ( ）J::年（（ ）天皇）
(3)(1)で上皇方・天皇方についた摂関家をそれぞれ吝たよう。

上皇方（ ）天皇方：（ ) 

＠鞘廷の実権を握ろうとし訊18) は、 <13. >の子の <~3. >ｷ 
（お）の子の＜泣 ＞•くll. >碕の＜25". ＞らの武士を
負麟。これに対して (lq)はく11;. >(/)子の <26. > ｷ (23)の子
で (2午）の兄である <27. >らの武士を勤買し、上皇方を攻撃して破慕。

和疇偉）は (28. )に流され、 (23)らは処刑された。

(1)保元の乱で上皇側についた平氏を 1人源氏を 2人答えよう。
平氏：（ ）源氏（ ）・（ ) 

(2)保元の乱で天皇イ角1についた平氏・源氏を召てぞ杞答えよう。
平氏：（ ）源氏：（ ) 

®この（公）後、＜笠 ＞上皇が院政を捉杖液充院涎：臣吟しの争いが‘

起こ。た。これが (30. )年の (31. )で蒻。その背緊として（匁）の乱舟(/)

夫でむた＜32. ＞が（匁）上皇の院直臣としてく33. > 
と結んで政治を主導していた。これに対し、同し‘・＜院近臣の＜％ ＞力‘`
麟し＜海． ＞と結んで挙兵した。（ね）は自殺に追い込まれたが (33)

砂と

は (3約と (35)を滅ぼした。 (35)の子の源頼幕 let (36. )に流された。

(I)後白河上皇の院近臣の権力争いと武家濃梁邁力いが結び｀ついで、
晒年におこった内乱のことを？ ( } 

「2)後白河上皇磯碑た (1)で自殺に追い込まれた人物は？（
(3)(2)を玩這碑遺家の棟梁は？〶：（ 慮（ )) 
(4)(3)を倒し｀（1 ）の勝利者となった武家の棟梁はつ ( 



囚平氏政罹
( (31. )に勝利した＜お． ＞は後白河上皇を武力で翠

違進をとげ：（37. )を造営するなC·して奉仕し、（;f?. ~I~武｀士

として初めての（究 ）とな‘':>た。否汗·五蘊らの一門も薪位・武官に昇
リ、平氏政罹は最嵩潮を迎える。

1(1)平清盛は 1(67年、武士として初めて何に就任したガ？ ( ) 

詞が全盛を迎えるようにな某青景には西国の武士たちを（旬 ）として

組織し、国筍箱ゃ荘園の現地支配者で結（:4-1 )に任命蕊なと＇．武家
政権的な性格をもよていた点があげ釦る。

®その一方で、 (33) は娘く~!2. > [ ]を＜侶 ＞の特ぎ
に入れ、雰瞑として威勢き滋う廷摂閑政治に似たもので、武士でありながら
肯族的な性格も強ヵ慕。平和政権la:、 (33)が詞の（件 ）に狩宅を

罪誌ので、（件）政罹ともよばれた。

醗氏政罹の経済基盤ヵ`:B本全国の和半分の（伶． ）（®回）と印0
に(/)i姦る（必． ）であ琴も粛族政権的だといえる。

|(1)平氏政罹の経済疇釦何炉2つあげよう。（ ）と( ) | 

®さらに平氏が<l5. >以来、力を入れていた (16. )もある。 l ie

記以降、高雷ゃ宋とのあ疇｀で活発な艮薗留易が行われていた。 I2cに宋が北方

(/)切真人の違てた（町 ）に圧迫却て（48. ）とな文ガらはさガんに留易が

おこなわれた。

＠冴1こ廊じ｀て (33) は、（伶． ）国の（切． ）［現在の神戸市］を修

痴し、合基国の(!51 ）［現在の四輝］を蔽伍［土地をt]Jリ胴いで追路ゃ
渥河なとを通すこと］するなと•視肴戸内海航路を整之 (16)を推進した。正式な
国交I叫桐ヵな力‘コたが．（臼． ）なとが輸入され、中世にお玉澤幣経済o格
逹につなが慕。

(1)平清臨が日宋留易のために現在の神戸に修宝した港を何という？
() 
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